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別記１
調査書の記入方法

１　全般

(1) 調査書は、本実施要領に示す様式第１号によって作成する。

なお、作成した調査書を複写（コピー）してもよい。この場合、複写後に校長印（校長印は職印）を押印する。

(2) 調査書は、志願者１人につき１通を作成する。

(3) 数字で記入する欄は、１、２、３等の算用数字を用いる。

(4) 各項目について、記入事項のない場合は、斜線を引くか、又は「なし」と記入する。

ただし、特別活動の記録（⑧）、行動の記録（⑨）においては、記入事項のない場合は空欄とする。

(5) ※印の欄は記入しない。

２　各項目

(1) 基本的事項

ア　「志望課程」及び「志望学科」

「志望課程」は、「全」を○で囲む。

なお、コンピュータ等で作成する場合は、不要な文字・記号を削除してもよい。

　　「志望学科」は、第１志望について学科の略称を記入する。

なお、学科の略称は、付属資料１を参照し用いる。

イ　氏名、ふりがな（①）

中学校生徒指導要録から転記する。

ウ　性別

　　　　男又は女を記入する。

エ　生年月日

　　　　年齢は、令和４年４月１日現在の満年齢で、月以下は切り捨てて記入する。

オ　組番（②）

当該生徒の所属する学級の名称及び出席簿の番号を、「Ａ組５番」のように記入する。これは、成績一覧表（様式第３号）の当該番号と一致させる。

なお、各学級においては同一番号がないように留意する。中学校卒業者については記入しない。

(2) 欠席等の状況（③）

ア　「欠席日数」、「遅刻回数」、「早退回数」

中学校卒業見込みの者については、欠席日数、遅刻及び早退の回数は、第１学年、第２学年及び第３学年第２学期末までの分について記入する。２学期制の学校においては12月末までの分について記入する。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記する。

イ　欠席等の主な理由

　　　　欠席、遅刻及び早退の主な理由を記入する。

(3) 学習の記録

ア　各教科の評定（④）

中学校卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（12月末）までの学習状況について、「静岡県公立小中学校児童生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、５段階の目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）で記入する。

２学期制の学校においては、12月末までの学習状況について記入する。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から第３学年の評定を転記する。
イ　観点別学習状況（⑤）

中学校卒業見込みの者については、第３学年における第２学期末（12月末）までの学習状況について、「静岡県公立小中学校児童生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、各教科の観点ごとにＡ、Ｂ又はＣで評価する。記入に当たっては各教科、左から順に「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を並べ、Ａ又はＣのみを記入し、Ｂについては、空欄とする。
中学生卒業者については、すべて斜線を引く。
ウ　総合的な学習の時間（⑥）

中学校卒業見込みの者については、第３学年におけるテーマや取組を中心に記入する。

記入に当たっては、「静岡県公立小中学校児童生徒指導要録の様式及び取扱い」に準じ、学習活動、観点、評価を総合して記入する。
中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

エ　特記事項（⑦）

中学校卒業見込みの者については、各学校で選択教科を開設している場合は、その教科名と評定及び観点別学習状況の評価を記入し、評価基準を簡潔に記載する（例：国語（３ＢＢＢ）　評定は１から５の５段階、観点別学習状況はＡ、Ｂ又はＣの３段階）。

中学校卒業者については、各教科及び総合的な学習の時間における学習について、顕著な特徴を記入する。その際、各教科における学習については、観点別学習状況を踏まえ、長所を取り上げることを基本とする。また、選択教科の名称と評定を中学校生徒指導要録から転記する。（例：英語（Ｂ））。

その他、学習の記録について、特に記述を要すると判断した状況を具体的に記入する。

(4) 特別活動の記録（⑧）

学級活動、生徒会活動、学校行事における活動について、その趣旨に照らして十分満足できる状況にあると判断される場合には、状況欄に○印を記入する。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

(5) 行動の記録（⑨）

各教科、総合的な学習の時間、特別の教科　道徳、特別活動、その他学校生活全体にわたって認められる生徒の行動について、項目ごとにその趣旨に照らして十分満足できる状況にあると判断される場合には、状況欄に○印を記入する。

中学校卒業者については、相当する項目ごとに、中学校生徒指導要録から転記してもよい。その際、相当する項目がない場合は、斜線を引く。

(6) 新体力テストの総合得点（⑩）

令和３年度に実施した「新体力テスト」の結果の総合得点を記入する。総合得点は、「新体力テスト実施要項」による。

なお、中学校卒業者及び令和３年度に１種目でも実施できなかった者については記入せず、斜線を引く。

(7) 特記事項（⑪）

特別活動における生徒の活動の状況について、所属する係名や委員会名及び学校行事における役割の分担等とともに、その活動の内容を記入する。

また、生徒の行動の状況について、総合的にみた場合の特徴を記入する。その際、長所を取り上げることを基本とする。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

(8) 諸活動の記録（⑫）

ア　顕著な実績

校内外における文化的活動、体育的活動、ボランティア活動等や特技について、顕著な実績を記入する。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

イ　活動の内容

校内外における文化的活動、体育的活動、ボランティア活動等や特技について、その活動の内容を記入する。

中学校卒業者については、中学校生徒指導要録から転記してもよい。

(9) その他（⑬）

ア　進路、適性及び意欲等

進路、適性及び当該高等学校を志願するに当たっての学業に対する意欲等、特に記述を要すると判断した事項があれば、それを記入する。

イ　新体力テスト

新体力テストを実施しなかった者については、その理由等を記入する。

ウ　身体の状況

就学上、特に配慮を必要とする身体の疾病、異常又は既往症等があれば、それを記入する。

エ　その他特に記入する事項

入学者選抜の資料として特に高等学校に知らせておく必要がある事項、入学後留意する必要がある事項等を記入する。

(10) 校長氏名等

調査書作成年月日、中学校名、記載者氏名及び校長氏名を記入し、校長印（校長印は職印）を押印する。

（11）特別な教育課程を編成・実施する中学校からの志願者

　　　特別な教育課程を編成・実施する中学校からの志願者の調査書の記入は、市教育委員会の指示による。

(12) 県外（海外を含む。）からの志願者

県外から志願する者の調査書の記入は、原則として本記入方法による。
静　岡　県　教　育　委　員　会





様式第１号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）
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